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区
が
「
黒
字
」
の
一
方

で
厳
し
い
区
民
生
活

一
般
会
計
は
、
約

43
億
3
千
万
円
の
黒
字

で
す
。
国
保
・
介
護
・

後
期
高
齢
医
療
も
黒
字

決
算
で
す
。
区
は
、
約

37
億
円
を
基
金
に
積
み

増
し
ま
し
た
。

一
方
で
区
民
生
活
を

み
る
と
、
最
も
増
加
し

た
納
税
義
務
者
は
、
課

税
所
得
2
0
0
万
円
以

下
で
す
。
非
正
規
雇
用

が
増
加
し
、
高
齢
者
も

働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。
し
か
も
、

区
民
一
人
当
た
り
の
所

得
は
、
平
均
１
万
３
千

円(

年)

増
え
た
も
の
の
、

物
価
が
上
が
り
、
保
険

料
や
税
な
ど
の
負
担
増

で
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
で

す
。
高
齢
者
の
生
活
保

護
世
帯
は
、
6
6
6
9

世
帯
（
2
0
0
9
年
度

4
0
7
2
世
帯
）
に
な

り
、
国
保
も
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料
も
負

担
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後

退ふ
れ
あ
い
館
の
有
料

化
と
い
こ
い
の
家
の
入

浴
事
業
縮
小
で
利
用
す

る
高
齢
者
が
激
減
。
子

ど
も
の
池
1
か
所
と
児

童
館
12
館
の
廃
止
。
住

民
福
祉
は
大
き
く
後
退

し
ま
し
た
。
障
害
者
の

福
祉
園
や
作
業
所
の
老

朽
化
を
放
置
し
た
責
任

は
重
大
で
す
。

保
育
園
は
対
策
が
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
た

め
、
1
0
6
9
人
定
員

増
で
も
今
年
4
月
時
点

で
希
望
す
る
保
育
所
に

入
園
で
き
な
い
子
ど
も

は
9
8
5
人
で
す
。
民

営
化
を
検
討
し
て
い
る

場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
改
修
費
の
緊
急
な

要
望
の
約
15
％
が
見
送

「４３億円の黒字決算」
区民要求に背を向ける板橋区

―2016 年度決算から
　　　　  見る区政―

ら
れ
7
千
万
円
余
り
ま

し
た
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
拡
大
と
過
密
労
働

区
職
員
の
働
く
実
態

は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
月

80
時
間
を
超
え
た
職
員

は
66
人
、
1
0
0
時
間

を
超
え
た
職
員
は
29
人

で
す
。
10
年
間
で
職
員

定
数
を
3
5
2
人
も
減

ら
し
て
き
た
結
果
で
す
。

同
時
に
し
ら
さ
ぎ
保
育

園
の
民
営
化
、
国
保
窓

口
業
務
の
委
託
化
、
学

校
給
食
調
理
と
用
務
の

委
託
化
が
進
め
ら
れ
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

が
拡
大
し
、
区
政
の
劣

化
は
進
む
ば
か
り
で
す
。

基
金
積
み
立
て
と
開

発
優
先

余
ら
せ
た
税
金
を
積

み
上
げ
た
基
金
残
高
は
、

過
去
最
大
の
5
2
5
億

円
に
。
使
う
目
的
や
根

拠
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
基
金

が
多
く
、
積
み
上
げ
る

こ
と
自
体
が
目
的
化
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
防
災
を
理
由

に
、
開
発
ば
か
り
が
推

進
さ
れ
、
危
険
な
が
け
・

擁
壁
対
策
や
住
宅
の
耐

ひ
た
す
ら
再
開
発
と
基

金
の
積
み
立
て
を
推
し

進
め
る
も
の
で
、
地
方

自
治
の
本
旨
と
は
相
い

れ
な
い
」
と
厳
し
く
批

判
し
、
暮
ら
し
と
営
業

の
応
援
、
区
民
の
声
を

活
か
す
区
政
へ
転
換
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

jcp-itabashi.gr.jp

震
化
な
ど
、
本
来
あ
る

べ
き
防
災
対
策
は
立
ち

遅
れ
た
ま
ま
で
す
。

共
産
党
は
厳
し
く
批

判討
論
に
立
っ
た
吉
田

豊
明
区
議
は
、「
区
民
と

職
員
の
深
刻
な
現
状
に

は
目
を
ふ
さ
ぎ
、
切
実

な
声
に
は
耳
を
傾
け
ず
、

２
０
１
６
年
度
の
板
橋
区
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
３
特

別
会
計
決
算
が
10
月
26
日
の
区
議
会
本
会
議
で
賛

成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
認

定
に
反
対
し
ま
し
た
。吉田豊明区議

日本共産党板橋区議団・予算懇談会
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大
田
伸
一
区
議
は
、
10

月
23
日
の
決
算
総
括
質

問
で
、
区
内
の
商
工
業

支
援
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。

区
内
の
商
工
業
の
苦
境

は
、
全
国
的
な
傾
向
と

区
立
保
育
園
に
お
け
る
保
育
職
員
の

　
　
働
く
環
境
改
善
を
求
め
て

同
様
、
そ
の
原
因
は
と

く
に
消
費
不
況
で
あ
り
、

中
小
工
業
で
は
、
設
備

投
資
も
ま
ま
な
ら
な
い

産
業
構
造
の
変
化
に
起

因
し
て
い
ま
す
。
区
は

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
数
値
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
商
業
で
は

卸
・
小
売
業
２
９
６
８

事
業
所
を
10
年
後
ま
で

「
維
持
」
し
、
１
店
舗
あ

た
り
の
売
上
額
を
5
年

住
宅
宿
泊
事
業
法
が
６

月
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、

来
年
６
月
施
行
さ
れ
ま
す
。

宿
泊
客
の
安
全
を
守
る
た

め
の
旅
館
業
法
に
よ
る
規

制
を
緩
和
し
、
事
業
を
行

う
人
が
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
て
届
け
出
さ
え
す

れ
ば
、
合
法
的
に
民
泊
を

行
う
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。「
違
法
」
と
さ

れ
て
い
る
現
在
で
も
、
生

活
衛
生
課
に
は
、「
ゴ
ミ

出
し
」「
治
安
上
の
不
安
」

「
騒
音
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
規
約
違
反
」
な
ど
、

2
0
1
6
年
度
２
７
１

件
、
2
0
1
7
年
度
８
月

ま
で
で
86
件
の
相
談
、
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
周

知
な
ど
早
急
に

9
月
22
日
の
本
会
議
で

小
林
お
と
み
区
議
は
、
民

泊
の
是
非
が
決
ま
ら
な
い

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

▼
最
近
、
休

日
に
な
る
と

雨
天
ば
か
り

が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、

こ
の
日
は
珍

し
く
晴
天
。

▼
11
月
３
日
に
今
年
、
創

立
70
周
年
を
迎
え
た
母
校

板
橋
第
２
中
学
校
の
記
念

式
典
に
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
私
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ

は
校
舎
内
の
ど
こ
を
見
て

も
「
綺
麗
」
と
は
言
え
な

い
学
校
で
し
た
。
現
在
は
、

建
て
替
え
て
か
ら
数
年
し

か
経
過
し
て
い
な
い
真
新

し
い
校
舎
で
す
。
そ
ん
な

中
で
も
校
庭
は
、
25
年
前

の
面
影
も
部
分
的
に
残
さ

れ
て
お
り
、
中
学
校
3
年

間
を
通
じ
て
唯
一
苦
痛
を

感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

体
育
の
授
業
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
▼
こ
の
日
、
最

も
驚
い
た
の
は
、
式
典
で

披
露
さ
れ
た
生
徒
た
ち
の

歌
唱
力
で
す
。「
大
地
讃
頌
」

を
聴
い
た
来
賓
席
か
ら
驚

き
の
声
が
あ
が
る
ほ
ど
魅

力
的
で
し
た
。
思
わ
ず
後

輩
た
ち
か
ら
後
押
し
さ
れ

る
よ
う
に
私
も
校
歌
を
大

き
な
声
で
歌
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
荒
川
な
お
）

届
け
出
を
受
け
付
け
な
い

よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
長

は
、「
管
理
組
合
の
決
議
や

規
約
で
定
め
る
も
の
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
是
非
が

決
ま
ら
な
い
う
ち
に
民
泊

を
は
じ
め
る
人
が
出
て
く

る
と
、
後
か
ら
規
約
改
正

な
ど
を
行
う
事
は
難
し
く

な
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
早
急
な
周
知
を
求
め
て

区
議
団
は
11
月
17
日
、
区

に
対
し
て
申
し
入
れ
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

荒
川
な
お
区
議
は
、

９
月
22
日
の
本
会
議
で

小
豆
沢
公
園
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
板
橋
区
は
、
同

公
園
内
に
２
０
２
０
年

ま
で
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
縦
列
に
２
面
配
置
し
、

そ
の
周
り
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
と
多
目
的
広
場
を
設

置
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
同
計
画
に
つ
い
て

地
域
住
民
か
ら
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
バ
ス

ケ
な
ど
の
ボ
ー
ル
使
用

が
認
め
ら
れ
て
い
る
多

目
的
広
場
に
は
境
目
が

な
く
危
険
で
あ
る
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
も
そ
も
公
園
改
修

計
画
を
決
定
し
た
後

に
、
結
論
あ
り
き
で
住

民
説
明
会
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
自
体
が

問
題
で
す
。
荒
川
区
議

は
、
住
民
の
声

が
い
か
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
「
現
在

の
計
画
を
見
直

し
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修

を
合
せ
て
お
こ

な
う
こ
と
」
を

求
め
ま
し
た
。

坂
本
区
長
は「
今

回
の
計
画
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が

集
中
し
て
い
る

エ
リ
ア
に
限
定

し
、
老
朽
化
対
策
が
必

要
な
施
設
は
２
０
２
６

年
以
降
に
お
こ
な
う
」

と
答
弁
。
住
民
の
声
よ

り
も
改
修
設
計
事
業
者

後
に
は
増
加
さ
せ
る
、
工

業
で
は
製
造
品
出
荷
額

の
都
内
順
位
・
額
と
も
10

年
後
も
1
位
を
維
持
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

区
内
業
者
の
経
営
改

善
の
底
上
げ
を

商
業
で
は
個
店
に
対
す

る
店
舗
改
装
費
用
の
助

成
な
ど
、
目
に
見
え
、
使

い
勝
手
の
良
い
助
成
制

度
や
、
商
店
街
が
地
元
密

着
型
で
生
き
残
り
、
活

竹
内
愛
区
議
は
、
10
月

20
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
決

算
総
括
質
問
の
中
で
、
区

立
保
育
園
で
働
く
保
育
職

員
の
労
働
環
境
改
善
を
求

め
、
区
の
認
識
を
質
し
ま

し
た
。

区
立
保
育
園
で
は
、
保

育
職
員
の
産
休
・
育
休
・

病
休
に
対
し
、
代
替
と
し

て
正
規
職
員
を
配
置
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
正
規
職
員
で

の
代
替
配
置
は
、
4
月
1

日
時
点
を
基
準
と
し
て
お

り
、
4
月
2
日
以
降
に
休

暇
に
入
っ
た
場
合
は
、
無

資
格
の
臨
時
職
員
や
代
替

の
配
置
が
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
を
質
疑
で
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

未
申
告
や
認
定
さ
れ

な
い
残
業
も

さ
ら
に
、
保
育
職
員
の

時
間
外
労
働
に
つ
い
て
自

ら
申
告
で
き
な
い
若
い
保

育
士
が
「
自
分
の
力
不
足

な
ど
を
理
由
に
申
告
で
き

な
い
」
な
ど
の
声
を
紹
介

し
ま
し
た
。
竹
内
区
議
は

独
自
に
入
手
し
た
資
料
を

使
い
、
未
申
告
や
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
残
業
が
あ
る

実
態
を
示
し
、
時
間
外
労

働
の
正
確
な
実
態
把
握
と

足
り
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
増

配
置
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。
区
は
、
保
育
職
員
の

欠
員
は
認
め
な
い
も
の

の
、
勤
務
実
態
の
把
握
や

パ
ソ
コ
ン
の
増
配
置
に
つ

い
て
、「
今
後
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

性
化
す
る
た
め
の
、
高

齢
者
に
優
し
い
商
店
街

づ
く
り
を
め
ざ
す
な
ど
、

全
国
で
の
成
功
事
例
を

提
案
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
で
は
、
光

学
な
ど
「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
産
業
」
だ
け
で
な
く
、

区
内
工
業
を
支
え
る
全

て
の
業
者
の
経
営
改
善

の
底
上
げ
を
土
台
と
す

べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
不
況
対
策
緊
急

融
資
制
度
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
、
制
度
の

常
設
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
世
田
谷
区
の

建
設
業
調
査
報
告
書
を

紹
介
し
な
が
ら
、
区
の

産
業
振
興
構
想
に
欠
け

て
い
る
建
設
業
へ
の
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

大
田
区
議

は
「
板
橋
区

の
取
り
組
み

を
、
さ
ら
に

全
国
の
先
進

的
取
り
組
み

に
引
き
上
げ

る
た
め
に
は
、

全
産
業
の
全

数
調
査
は
欠

か
せ
な
い
」

と
語
っ
て
い

ま
す
。

の
考
え
を
優
先
さ
せ
る

一
方
で
老
朽
化
し
た
小

豆
沢
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
シ
ャ
ワ
ー
室
や
弓
道

竹内愛区議

実
態
調
査
を
基
礎
に
、

       

商
工
業
支
援
を

大田伸一区議

小
豆
沢
公
園
の
改
修
計
画
見
直
し
を

　
　
　
住
民
の
声
を
生
か
す
こ
と
こ
そ

荒川なお区議

「
民
泊
」新
法
で
、違
法
民
泊
が
合
法
化

　
　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
対
策
求
め
る

小林おとみ区議

場
の
改
修
計
画
は
後
ま

わ
し
に
す
る
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

そ
の
後
区
は
、
住
民

ま
え
の
福
祉
作
業
所
　ま
っ
た
な
し
の
実
態

　
　
　
人
が
働
く
環
境
と
は
い
え
な
い
！

日
本
共
産
党
板
橋
区
議

団
は
、
９
月
15
日
に
、
ま

え
の
福
祉
作
業
所
を
視
察
。

同
施
設
は
１
９
９
５
年
に

障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
た
ち

が
、
区
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
か
ら
設
立
さ
れ
た
社

会
福
祉
法
人
に
り
ん
草
の

運
営
で
、
始
め
ら
れ
た
福

祉
作
業
所
の
一
つ
で
す
。

建
物
は
旧
前
野
出
張
所

を
活
用
し
て
お
り
、
築
50

年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
深
刻
で
す
。
区
は
、
出

張
所
時
代
を
含
め
、
外
壁

塗
装
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
冷
暖
房
機

も
出
張
所
時
代
の
も
の
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
お
り
、

雪
が
降
っ
た
時
に
室
外
機

の
羽
が
凍
っ
て
動
か
な
く

な
る
な
ど
、
利
用
者
へ
の

働
く
環
境
の
劣
悪
さ
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
く
建
て
替
え
る
な
ど

の
対
策
が
必
要
で
す
が
、

い
ま
だ
に
区
は
、
具
体
的

な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。

健
康
福
祉
委
員
会
の
か

な
ざ
き
文
子
区
議
は
、「
こ

の
間
、
議
会
で
取
り
上
げ

続
け
て
き
た
。
引
き
続
き

解
決
、
改
善
の
た
め
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

かなざき文子区議

の
声
に
押
さ
れ
説
明
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
7
月

〜
11
月
に
か
け
て
4
回
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

説明会で公開された公園の模型

施設内の老朽化した外壁



〈4〉いたばし元気帳（日本共産党板橋区議団ニュース）

「介護保険を利用したい」「もの忘れが
心配・・・」「近所の一人暮らしのお年
寄りのことが心配」「風呂場やトイレなど
に手すりをつけたい」「年をとった親の様
子が心配」「将来のお金の管理が心配」
「虐待にあっている高齢者がいる」「悪質
な訪問販売の被害にあった」「介護にお
ける効果的なリハの活用方法を知りたい」
「認知症に関する知識を地域で学びた
い」「ちょっとしたところでもつまずきやす
くなった」「介護予防って何をしたらよい
かわからない」等々・・・
どこに相談してよいかわからないおと

しよりの心配ごとの相談窓口です。一人
で悩まずに、まずはお電話でお気軽に
ご相談ください。

日本共産党の生活・法律相談　気軽にお電話ください

い
わ
い
桐
子
事
務
所

高
島
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1
0
2

℡ 

6
9
0
4–

0
4
4
8

高
島
平
1
～
9
丁
目(

2
丁
目
除
く)

、
蓮

根
1
～
3
丁
目
、
新
河
岸
1
～
3
丁
目
、

四
葉
1
～
2
丁
目

大
田
伸
一
事
務
所

前
野
町
２–

27–

８　

℡
３
５
５
８–

７
３
１
０

前
野
町
１
～
６
丁
目
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盤
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１
～
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丁
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１

丁
目
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68
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除
く
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志
村
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～
２
丁
目
、

中
台
サ
ン
シ
テ
ィ

か
な
ざ
き
文
子
事
務
所

双
葉
町
６–

12　
　

℡
３
９
６
１–

９
７
７
１

宮
本
町
、
大
和
町
、
富
士
見
町
、
双
葉
町
、
中

板
橋
、
弥
生
町
、
仲
町
、
栄
町
、
氷
川
町
、
常

盤
台
１
丁
目
60
番
～
68
番
、
南
常
盤
台

吉
田
豊
明
事
務
所

成
増
１–

５–

24　

℡
３
９
７
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６
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１
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丁
目
、
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町
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～
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丁
目
、
成
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５
丁
目
、
三
園
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丁
目

小
林
お
と
み
事
務
所

本
町
30–

５　

℡
３
９
６
２–

７
３
８
２

蓮
沼
町
、
大
原
町
、
泉
町
、
清
水
町
、
本
町
、

稲
荷
台
、
仲
宿
、
小
豆
沢
1
～
4
丁
目

竹
内
愛
事
務
所

高
島
平
事
務
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高
島
平
7-

20-

17-

1
0
2

℡ 

5
9
9
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0
7
8
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徳
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事
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徳
丸
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9
2
0-

4
1
3
0

高
島
平
2
丁
目
、
徳
丸
1
～
8
丁
目

荒
川
な
お
事
務
所　

か
み
い
た
セ
ン
タ
ー 

常
盤
台
4-

35-

4

℡ 

3
9
3
4-

5
0
1
6

坂
下
事
務
所 

坂
下
1-

26-

11-

101

℡ 

3
9
6
0-

8
5
3
0

中
台
1
～
3
丁
目(

サ
ン
シ
テ
ィ
除
く)

、
西
台

1
～
4
丁
目
、
若
木
1
～
3
丁
目
、
上
板
橋
1

～
3
丁
目
、
常
盤
台
4
丁
目
、
坂
下
1
～
3
丁

目
、
東
坂
下
1
～
2
丁
目
、
舟
渡
1
～
4
丁
目
、

志
村
3
丁
目
、
相
生
町

山
内
え
り
事
務
所 

大
山
東
町
５
９

－

６ 

℡
３
９
６
２

－

０
１
８
８　

板
橋
１
～
4
丁
目
、
大
山
町
、
大
山
金
井
町
、

熊
野
町
、
中
丸
町
、
南
町
、
大
山
東
町
、
大
山
西

町
、幸
町
、
加
賀
1
～
2
丁
目
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小茂根事務所　小茂根２-２７-11 ℡ 3974-2405  大谷口１～２丁目、大谷口北町、大谷口上町、小茂根１～５丁目、向原１～３丁目、東山町、東新町１～２丁目、桜川１～３丁目

おとしより相談センターでは、保健師・
看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャー
などの専門職が連携をとりながら、総合
的に高齢者を支援します。センターの運営
は区が社会福祉法人等に委託しています。
区内に１８ヶ所

あり、それぞれで
地域を担当してい
ます。あなたの住
む地域のセンター
がどこなのかは、
以下にお問い合
わせください。

介護の相談は、お気軽に、地域のおとしより
相談センター（地域包括支援センター）へ

回
答
が
ぞ
く
ぞ
く
届
く

問い合わせ先

おとしより保健福祉センター　
０３（５９７０）１１１１　又は、
共産党区議団控室　　　　　　
０３（３５７９）２７１７

日
本
共
産
党
区
議
団
ニ
ュ
ー

ス
「
い
た
ば
し
元
気
帳
10
・
11

月
号
」
で
よ
び
か
け
た
、
区
政

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
11
月
21

日
現
在
、
約
1
0
0
0
通
の

回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
政
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

内
容
は
、核
兵
器
禁
止
条
約
、

憲
法
9
条
改
憲
、暮
ら
し
向
き
、

社
会
保
障
、
子
育
て
支
援
、
保

育
、
教
育
、
住
ま
い
、
雇
用
、

防
災
に
つ
い
て
で
す
。

「
9
条
は
日
本
の
宝
。
変
え

る
必
要
は
全
く
な
い
」「
高
齢

に
な
っ
て
も
1
人
1
人
の
生
活

を
保
障
し
て
ほ
し
い
」「
税
金

は
国
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」「
親

の
こ
と
を
考
え
て
進
学
を
諦
め

る
姿
が
見
え
て
辛
い
」
な
ど
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声

は
、
今
後
の
区
政
・
都
政
・
国

政
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
区
政
ア
ン
ケ
ー
ト

清水おとしより相談センター


